
地域貢献活動 

♿車いす体験学習♿ 

6月 27日、箕面市立第二中学校で車いす体験授業を開催しました。多目的室では運動マットを

使い段差の昇り降りを行って少しの段差でも車いすの前輪を上手く上がらない事や、マット上で車

いすを押す際には車輪の摩擦で動かし難さのほか、スロープの昇降場面では昇りでは介助する側に

とって重介護である事や降りる際には車いすが左右に揺れて乗車する側にとっては怖さを感じる

など、それぞれ介助される側と介助する側の体験を通じて相手の立場になる大切さを学んでいただ

きました。【文責：施設ケアマネージャー 栗田】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箕面市立第二中学校では５、６時間目を使い、私たちが担当した車いす体験授業以外にも手話

体験授業など複数の団体が参加し福祉についての体験学習を行っておりました。車いすを見たこ

とはあっても実際に使ったことがない生徒が多く、経験することで様々な気づきや発見があった

のではないでしょうか。体験授業での経験が、日常生活で点字やスロープなど身近なことに対し

ての気づき、また福祉の仕事に対して興味をもつことにつながり、福祉の理念であるノーマライ

ゼーションが子供たちに広がると感じております。 

 

箕面市介護老人保健施設では、地域福祉の推進と福祉文化の創造を理念に基づき、中学校など

への出張体験講座、フレイルや認知症についての市民講座などの地域貢献活動を行っておりま

す。福祉に対して、ご興味やご関心をお持ちの方がおられましたらお気軽にご連絡、ご相談をお

待ちしております。【文責：理学療法士 下村】 

 

 

暑さも落ち着き過ごしやすい季節になりました。4月から 10月までの半年間、大阪市此花区の

夢洲で大阪万博が開催されております。「皆さま万博に行かれましたか？」開催前は、不安な声が

多くどうなるかと思いましたが、開催してからは日に日に来場者が増え大盛況。我が家の子供たち

は校外学習と家族とで３回も行ってきました。万博は国際的な教育を目的としたイベントであり、

人類の可能性を確認し、新たな社会のあり方を提案する場となります。世界のパビリオンで異なる

文化を身近に感じる機会となり、良い経験になりました。【文責：理学療法士 下村】 

 

 

 

市民講座 

📚医療保険に頼らない老後を過ごすために📚 

9月 13 日、箕面市老健１階相談室にて終活協議会・上原講師を招き、「医療保険に頼らない 

老後を過ごすために」をテーマに市民講座を開催いたしました。 

 

団塊の世代が 75歳以上になることで日本が超高齢化社会に突入、ま

た少子化、労働人口減少もあり、様々な社会的課題が言われています。 

上原講師は先行きが見えず不安なことが多いなか、老後に関する知識を

得て備えることで不安を取り除いていきましょうと話されていました。 

４つの「助」を上手く使いながら       

自分の人生を自分で守り楽しみましょう 

４つの「助」とは公助・共助・自助・互助。 

そのなかで自助（自分で自分を助ける）における、

シニア年代での社会参加の大切さを実例をあげて 

紹介されました。マクドナルドなどの企業から自治体の取り組み、ボランティアの働きかけなど

幅広い活動があることを知ることで、「やってみよう！！」のきかっけになっていただけたらと思

います。他にも互助（互いに助け合う）において、地域の人同士が声を掛け合うことで異変の早

期発見ができ、火事や事故などの不慮の事故を防ぐきっかけに繋がるなど、地域でお互いを見守

ることの大切さを話されていました。 

 

 この講座を聞くことで、私たちも皆様が感じている老後の不

安について少しでも軽減できるような支援や働きかけをしてい

きたいと思いました。 

 

【文責：理学療法士 下村】 
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行事活動 

7 月 七夕🎋（２・３階） 

七夕（たなばた）は、毎年 7月 7日に行われる日本の伝統行事。織姫と彦星が年に一度再会 

する日とされています。この日には、短冊に願い事を書いて笹の葉に飾る風習があり、当施設でも

利用者様にそれぞれ短冊に願い事を書いて頂き、飾りつけを行いました。 

皆様の願い事が叶いますように・・・ 

 

       笹の葉に願いを込めて        

今年はどんなお願い事をされたのでしょうか？ 

★★みなさんの短冊に書いた願い事が、天の川の向こうまで届きますように★★ 

8 月 盆踊り🌼（３階）・スイカ割り🍉（２階） 

     盆踊り      

お盆の時期にお迎えしたご先祖様の霊をもてなし、 

一緒に過ごした後に踊り送り出す神聖な行事、夏のイベ

ントの一つでもあります。 

8 月 15 日に踊り、16 日にご先祖様の霊を送り出す

という流れで室町時代から、およそ 500 年続く歴史を

持つ、厳かなものです。 

★★スタッフが制作した花笠をかぶり盆踊り★★ 

 

      スイカ割り       

８月１７日、夏の風物詩であるスイカ割りを実施しました。 

毎日、暑い日が続いていますが、少しでも涼しさを感じて頂けたで 

しょうか。目隠しをした挑戦者に、周囲の利用者様が一生懸命に声を

掛け、スイカに見事命中した時は、素敵な笑顔と共に大きな歓声が 

聞かれました。 

★★スイカ割り。命中したら拍手喝采！外れても大爆笑！★★ 

 

【文責：舩波・宮本・田中美・郡・南出】 

 

8 月 盆踊り🌼（デイケア） 

デイケアでは 8月のレクリエーションで盆踊りを行いました。 

夏祭りのイベントの１つである「盆踊り」。お盆の時期にお迎えしたご先祖様の霊をもてなし、

送り出すという意味が込められています。太鼓を中心として職員の円、利用者様の円を作り、太鼓

の音に合わせて炭坑節などを軽快に踊る姿は夏の風物詩。酷暑により地元のお祭りなど屋外の活動

に参加しにくいですが、利用者様には涼しい室内にて太鼓を叩いたり、踊りを楽しんだり夏を体験

して頂けたかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Viola コンサート🎻（デイケア） 

残暑厳しい日が続く中、Viola（ヴィオラ） 

奏者の福田幸子さん、ピアノ奏者の山口かつや 

さんをお招きし Violaコンサートをデイケアで

開催しました。 
福田幸子さんは、ザ・カレッジオペラハウス

管弦楽団に在籍。楽団での演奏以外に日本各地

でオーケストラのエキストラ奏者として活躍。

また幼稚園や老人ホーム、ご依頼より各家庭で

のホームコンサートなど多岐にわたり活躍され

ております。山口かつやさんは福田さんのアン 

サンブル（合奏）の生徒であり、ボランティア

演奏を様々なところで行っております。 

 

 バイオリンとヴィオラの音色の違いや偉大な

作曲家の豆知識、手遊びなど楽しいお話により

場の雰囲気を和ましていただきました。 

演奏においてはバッハなどのクラシック音楽

から‘川の流れのように’‘昴’など昭和歌謡。

メロディや音を楽しんだり、一緒に口ずさんで

楽しんだり。デイケアの利用者様だけでなく職

員にとっても演奏を通して有意義な時間を過ご

せました。 

【文責：理学療法士 下村】 


